
28年度の収入と支出 
 
市
の
2
8
年
度
末
の
預
金

残
高
は
約
7
2
億
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
2
1
万
5
千
円
）

で

す
。
前

年

度

末

と

比

較

す

る
と
約
4
億
2
千
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。
 

 

こ

の

う

ち
、
財

政

調

整

基

金
が
3
8
億
8
千
万
円
で
預

金
全
体
の
約
5
4
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
 

 

こ

れ

は
、
今

後

増

加

が

見

込
ま
れ
る
施
設
の
老
朽
化
対

策
な
ど
の
事
業
に
備
え
る
た

め
の
も
の
で
す
。
 

市
の
預
金
は
？
 

市
の
借
金
は
？
 

 
福
祉

や
環
境
、
ご
み
処

理
、
道
路
や
公
園
整
備
、
教

育

な

ど

市

が

行

う

行

政

サ
ー
ビ
ス
の
殆
ん
ど
の
事

業
の
経
理
を
行
う
会
計
を

一
般
会
計
と
い
い
ま
す
。
 

 
こ
の
ほ
か
に
国
民
健
康

保
険
や

介
護
保
険
、
下
水

道
な
ど
特
定
の
収
入
が
あ

り
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経

理

を

行

う

特

別

会

計

（
7
会
計
）
と
独
立
採
算
制

を
原
則
と
す
る
事
業
の
経

理

を

行

う

企

業

会

計
（
水

道
事
業
）
が
あ
り
ま
す
。
 

 
一
般
会
計
の
収
入
で
は
、

全
国
ど
の
市
町
村
に
住
ん

で

も

一

定

水

準

の

行

政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が
約
4
1

億

9

千

万

円

で

全

収

入

の
2
8
％
、
次
い
で
市
民

の

み

な

さ

ん

が

納

め

ら

れ

た

市

税

の

収

入

が

約

3
9
億
5
千
万
円
で
、
全

収

入

の

2
6

％

を

占

め

て
い
ま
す
。
収
入
全
体
で

は
、
約

1
5
2

億

円
、
市

民

1

人

当

た

り

換

算

で

約

4
5

万

円

と

な

っ

て

い
ま
す
。
市
税
を
市
民
1

人

当

た

り

に

換

算

す

る

と
、
個
人
市
民
税
が
4
万

1
9
6
0
円
、
市
税
全
体

で

は

1
1

万

7
8
1
0

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

一

方
、
支

出

で

は
、
お

年

寄

り

や

障

が

い

の

あ

る

人

に

対

す

る

福

祉

や

子

育

て

支

援

な

ど

の

民

●
 

生
費
が
一
番
多
く
約
5
1

億
9
千
万
円
で
全
支
出
の

3
6

％
、
市

民
1

人

当

た

り
に
換
算
す
る
と
1
5
万

4
9
6
0

円
、
次

に

市

有

財
産
の
管
理
、
戸
籍
管
理
、

税
金
の
徴
収
の
費
用
な
ど

の
総
務
費
が
約
1
7
億
円

で

全

支

出

の

1
2

％
、
1

人

当

た

り

換

算

で

5

万

9
4
0

円
、
次

い

で

市

が

借
り
て
い
る
お
金
を
返
済
 

 
平
成
2
8
年
度
の
東
温
市
の
一
般
会
計
決
算
は
、
収
入
が
1
5
1
億
6
3
2
5

万
円
（
前
年
度
比
1
7
億
8
7
7
2
万
円
、
1
0
.
5
％
減
）
、
支
出
が
1
4
4
億

4
4
0
6
万
円
（
前
年
度
比
1
5
億
6
7
8
1
万
円
、
9
.
8
％
減
）
と
な
り
ま
し

た
。
収
入
支
出
と
も
に
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
要
因
は
、
合
併

特
例
事
業
債
を
活
用
し
た
地
域
振
興
基
金
事
業
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

 
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
支
出
の
総
額
は
2
5
7
億

6
5
6
1
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
1
7
億
2
5
5
9
万
円
、
6
.
3
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
国
民
健
康
保
険
の
社
会
保
険
適
用

の
拡
大
等
に
伴
う
対
象
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

す

る

費

用

で

あ

る

公

債

費

が

約

1
6

億

6

千

万

円

で

1
2
％
、
1
人
当
た

り

換

算

で

4

万

9
4
7
0

円

で
、
以

下
、
土

木

費
、
教

育

費
、
衛

生

費
、
農

林

水

産

業

費

と

続

い

て
い
ま
す
。
 

 
支
出
全
体
で
は
、

約
1
4
4
億
円
、
1

人

当

た

り

約

4
3

万

円

と

な

っ

て

い

ま
す
。
 

すべての会計の 
支出をあわせると 

   住民基本台帳 
   （H29.3.31現在）  
 人口   33,496人 
 世帯数  14,665世帯 

 
市
の
2
8
年
度
末
の
借
入

金

残

高

は

一

般

会

計

で

約

1
4
9
億
3
千
万
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
4
4
万
6
千
円
）
、

こ
れ
に
特
別
会
計
と
水
道
事

業

会

計

を

合

わ

せ

る

と

約

3
3
6
億
1
千
万
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
1
0
0
万
4
千

円
）
に
な
り
ま
す
。
 

 
前
年
度
末
と
比
較
す
る
と

一
般
会
計
で
は
約
6
億
5
千

万

円
、
特

別

会

計

と

水

道

事

業
会
計
を
含
め
た
全
体
で
は

約
1
0
億
9
千
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。
 

特 別 会 計 の 内 訳 

月
収
３
０
万
円
の
 

家
計
に
例
え
る
と
 

 

東
温
市
の
2
8
年
度

の

収

入

は

約

1
5
2

億

円

で

す
が
、
金
額
が
大
き
す
ぎ
て

実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。
 

 

そ
こ
で
月
収
3
0
万

円

と

し
た
場
合

の
”
と
う
お

ん

家
”
の
家

計
に
置
き
換

え
て
み
ま
し
た
。
 

 

食
費
や
子

ど
も
の
教
育

費
、
医
療
費
や
ロ
ー
ン
の
返

済

な
ど
毎
月
約
2
8
万

6

千
円
が
必
要
で
す
。
 

 
こ
れ
に
対
し
て
収
入
は
、

給

料
の
9
万

1
千
円
だ
け

で

は
生
計
を

立
て
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
 

 

こ
の
た
め

親
か
ら
の
仕

送

り
1
5
万
9
千
円
と

預

金

の

取

崩

し

や

借

金

に

よ
っ
て
、
や
り
繰
り
し
て
い

る
状
況
で
す
。
 

 ※
わ
か
り
や
す
さ
を
優
先
 

し
て
作
成

し
て
い
ま
す
。
 

正
確
な
意
味
や
内
容
と
違
 

う
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
 

ご
理
解
願
い
ま
す
。
 

民 生 費 154,960円
お年寄りや障がいのある人に対する福祉
の充実、子育て支援などの費用です。

総 務 費 50,940円
市有財産の維持管理、戸籍管理、税金の
徴収などの費用です。

公 債 費 49,470円
市が借りているお金を返済する費用で
す。

土 木 費 43,860円
道路や公園などの整備、維持管理の費用
です。

教 育 費 43,140円
学校教育や生涯学習、文化・スポーツ振
興などの費用です。

衛 生 費 37,800円
ごみ処理や環境保全、病気の予防などの
費用です。

農林水産業費 23,610円
農林水産業などの振興、生産基盤整備な
どの費用です。

そ の 他 27,440円
議会の運営、消防・救急業務、商工業・
観光の振興や災害対策などの費用です。

支出の合計 431,220円

市民（１人当たり）に使われたお金

一般会計 144億4,406万円

特別会計 95億1,873万円

企業会計
（ 水 道事 業 ）

18億5,282万円

合　　計 257億6,561万円

国 民 健 康 保 険 41億7,939万円

後期高齢者医療 3億7,932万円

介 護 保 険 36億6,753万円

ふる さ と交流館 1億5,612万円

簡 易 水 道 87万円

農 業 集 落 排 水 1億7,180万円

公 共 下 水 道 9億6,370万円

中学校大規模改修事業（重信中学校体育館） 

公園整備事業（総合公園園路改修） 

消防車輌整備事業（消防ポンプ自動車） 
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H24 H25 H26 H27 H28

億円

預金（基金）の状況

[各年度末]

財政調整基金

減債基金

その他特定目的基金

72億円

58.7億円57.2億円51.7億円

76.2億円

38.8億円

10.2億円

23億円
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H24 H25 H26 H27 H28

億円

借金（市債）の状況

[各年度末]

一般会計

特別会計

水道事業会計

149.3億円

82.2億円

336.3億円

104.6億円

347億円
334.4億円 336.1億円333.7億円

比率

　給　　料 91,000円 30%

　預金の取崩し 15,000円 5%

　前月からの持ち越し 18,000円 6%

　親からの仕送り 159,000円 53%

　銀行からの借入れ 17,000円 6%

　翌月へ持ち越し 14,200円

　　　繰越金

　　　地方交付税・国県支出金など

　　　市債

　　　繰入金

　　　繰越金

　　　市税・使用料・諸収入など

収　　　入

合　　　計 300,000円 100%

比率

　医療・教育費、保険料 87,400円 31%

　食費 48,800円 17%

　光熱水費、電話代 44,200円 15%

　ローンの返済 32,800円 12%

　自宅の増改築、修繕費 37,300円 13%

　子どもへの仕送り 29,000円 10%

　預金 6,300円 2%

　　　積立金

合　　　計

　　　繰出金

　　　普通建設事業費・維持補修費

　　　扶助費、補助費等

　　　物件費

　　　公債費

　　　人件費

支　　　出

285,800円 100%

民 生 費

51億9千万円

(36%)

総 務 費

17億円

(12%)

土 木 費

14億7千万円

(10%)

教 育 費

14億4千万円

(10%)

公 債 費

16億6千万円

(12%)

衛 生 費

12億7千万円

(9%)

農林水産業費

7億9千万円

(5%)

消防、商工、

議会その他

9億2千万円

(6%)

支出

約１４４億円
市民１人当たり
約４３万円

地方交付税

41億9千万円

(28%)

市 税

39億5千万円

(26%)

市 債

8億9千万円

(6%)

国庫支出金

18億4千万円

(12%)

県支出金

11億2千万円

(7%)

繰越金

9億4千万円

(6%)

その他

22億3千万円

(15%)

約１５２億円
市民１人当たり
約４５万円

収入


